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報告　シンポジウム「都市と憂愁―大正時代の文学と文化」 




日時：2019 年 1 月 24 日 ( 木 ) 
場所：アゴラ・グローバル　プロジェクトスペース










本シンポジウム開催の前提としては、2017 年 2 月に同じ主体で「子規と漱石の明治日本」が開催され、
その際に〈明治〉を捉え直す試みをおこなった連続として、大正時代の文化・文学を考える催しが予定

































































































なお 2017 年度の「子規・漱石」、2018 年度の「大正文学」という流れでシンポジウムがおこなわれて
きたことを踏まえて、次年度は「昭和」をテーマとする催しを開く方向で検討したいという声が関係者
から上がった。次年度の国際日本学研究院の活動の課題としたい。
（柴田勝二）
